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【注】
 この基準は消防出張所を対象にしているため、消防署に当てはまらないところは
適宜読み替えること。また、照明器具については原則として、JIL5004－2006
（社団法人　日本照明器具工業会）によること。



 2 

 目次 
 

 

   １．消防出張所の組織 ――――――――― ３ 

 

   ２．調査・打合せ   ――――――――― ４ 

 

   ３．工事施工区分表   ――――――――― ７ 

 

   ４．消防出張所の工事内容 ――――――― ８ 

 

   ５．電力電話引込工事 ――――――――― ９ 

 

   ６．動力設備工事   ―――――――――１０ 

 

   ７．電灯コンセント設備 ――――――――１７ 

 

   ８．電話配管設備   ―――――――――２２ 

 

   ９．テレビ共聴視設備 ―――――――――２３ 

 

  １０．放送設備     ―――――――――２４ 

 

  １１．通信指令用配管その他弱電設備 ―――２５ 

 

  １２．通信指令設備   ―――――――――３０ 

 

  １３．各室別機器取付一覧表 ―――――――３１ 

 

  付録．無線局の免許を受けるまでの手続 ――３６ 

別紙25　消防出張所設備基準（電気設備工事）

2



 3

１．消防出張所の組織 

 

消防出張所は火災，災害時の消火，防災活動及び救急活動を任務としており，平成１

８年４月現在，１８消防署の傘下に８０消防出張所がある。さらに災害時，８分以内

に現場到着をめざして現在も拡大整備中である。 

組織上は次のようになっている。 

 

隊長１名

隊長１名

救急隊長１名

救急隊長１名

所長１名

隊員５名＋１名（週休）

隊員５名＋１名（週休）

隊員２名＋１名（週休）

隊員２名＋１名（週休）
 

 

各隊は午前８時４５分から２４時間勤務体制をとっており，１日間隔の交替勤務を行

う。 
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２．調査・打合せ 

 

実施設計にかかる前に十分な現場調査，及び関係部門と綿密な打合せを行なうこと。 

（１）敷地周辺調査 

ア．電灯・動力関係 

敷地周辺の東京電力柱の位置，電柱番号，高低圧配電線路の状況，柱上変圧器の

位置，容量等を調査し，引込予定地点を想定する。 

イ．電話関係 

敷地周辺の電話柱の位置，電柱番号及び電話線路状況。 

ウ．電波障害関係 

待機宿舎の併設及びホ－スタワ－による電波障害の発生の事例があるので，電波

の到来方向，現場周辺の映像状況を調査する。対策については，消防局施設課と協

議して決定する。 

 

（２）東京電力打合せ 

ア．現場調査終了後，東京電力の営業所において引込地点の打合せを行ない，打合せ

記録を報告する。 

イ．引込地点の決定は，東京電力の現場立合の後で正式決定する。 

 

（３）電話局打合せ 

電力引込位置決定後，電話局において引込地点の打合せを行ない，打合せ記録を報

告する。 

 電話引込回線数は次の通りとする。 

 

一般電話回線 ・・・・・・・・・・・ １回線 

専用回線（消防局内線） ・・・・・・ １回線 

専用回線（ＯＡ用） ・・・・・・・・ １回線 

専用回線（データ端末用） ・・・・・ １回線 

専用回線（指令用） ・・・・・・・・ １回線 

                合計 ５回線 

 

（４）建築・設備設計者との打合せ 

設計に際して建築・設備設計者と充分な打合せを行ない，設計上の相違のないよ

うにすること。 

ア．建築設計者との打合せ 

ａ．分電盤，端子盤等設置場所の壁フカシ，構造上の検討。 

ｂ．点検口の位置。 

ｃ．天井伏図への埋込器具の記入，天井切込補強の依頼。 

ｄ．雨量計，風速計（将来用）の基礎及び自立アンテナの場合の基礎位置の確認。 

ｅ．トップライトの有無。 

ｆ．通信指令用ピット等の依頼(エ．建築工事への要望事項参照） 

ｇ．アンテナ位置の調整（ＴＶ用，通信指令用，避雷針） 
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イ．設備設計者との打合せ 

ａ．空調動力設備の位置，容量の確認。 

ｂ．冷暖房設備の遠方操作及び警報の確認。 

ｃ．力率改善コンデンサー設置依頼。 

ｄ．天井換気扇，空調換気扇等の操作スイッチの施工区分と位置の確認。 

ｅ．屋外給排水管路と電気地中管路の取合い。 

ｆ．空調屋内機と電源接続の位置確認。 

ウ．消防局打合せ 

図面完成時に消防局施設課へ図面を１部提出してチェックを受ける事。 

エ．建築工事への要望事項 

①一体盤用ふかし壁 

幅1,300mm，奥行300mm（受付に近いところがよい） 

②通信指令機器用ピット 

端子盤から幅200mm，深さ200mm，長さ5,000mmのピット。ただし，ドア，柱等

機器が置けない場所は除いて5,000mmを確保する。端子盤と通信指令機器設置場

所が離れていて，その間のピットが設けられない場合はシンダーコンクリートを

200～250打ってもらい，端子盤から通信指令機器用ピットまで(75)×５本配管す

る。 

③端子盤～カウンターパネル間のピット，またはフリーアクセス 

端子盤からカウンターパネルまで幅300～500mm，深さ200mmのピット，または

フリーアクセスを設ける。 

④受付カウンター裏面のＥＰＳ 

受付カウンターの裏面に有効幅100mmのＥＰＳを確保する。 

⑤受付カウンター通線作業用開口部 

受付カウンター裏面ＥＰＳの通線作業用として足掛の後部分の板が取り外し可

能な開口部を設ける。 

⑥駆け付け電話用基礎 

駆け付け電話機が外部に自立型で設置される場合は幅500mm×500mm，高さ

200mmの基礎を設ける。ただし，壁面取付の場合は不要。 

⑦雨量計及び風速計用架台 

屋上に雨量計及び風速計取付け用に幅700mm×1,000mm，高さ200mmの架台及び

取付けボルトを設ける。 

⑧自立アンテナ用架台 

アンテナが自立型で設置される場合は基礎を設ける。 

⑨二階立ち上がり配管用ふかし壁またはＥＰＳ 

一階から二階に立上がる配管が多数あるので二階の適当な壁面にふかし壁，ま

たはＥＰＳを設ける。 
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①一体盤用ふかし壁

③端子盤～カウンターパネル間のピット（またはフリーアクセス）

受付カウンター

カウンターパネル

②通信指令機器用ピット

合計で 5,000mm

⑥駆け付け電話用基礎

事務室平面図

カウンターパネル

⑤受付カウンター通線作業用開口部

④受付カウンター裏面のＥＰＳ

足掛 床面

③端子盤～カウンターパネル間のピット（またはフリーアクセス）

受付カウンター断面図（Ａ－Ａ’）

窓

A’A
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３．工事施工区分表 

 

種　別

梁、床、貫通スリーブ及び箱抜き

同上 鉄筋補強

各盤取付部分及び立上げ配管の壁ふかし

ホース吊上げ機

ホイストクレーン

可変掲示器

雨量計，風速計，自立アンテナの基礎及び

アンカーボルト

壁付換気扇

同上 取付枠

天井埋込換気扇

同上スイッチ、配管配線、電源供給

冷暖房設備用電源及び接地線接続

冷暖房設備用スイッチ取付

照明器具等天井開口、補強

区　分 建築 衛生 電気
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４．消防出張所の工事内容 

 

電気設備工事 競 争 入 札
 

 

１．電力・電話引込工事 

２．動力設備工事 

３．電灯コンセント設備工事 

４．電話配管設備工事 

５．放送設備工事 

６．テレビ共聴視設備工事 

７．通信指令用配管工事 

８．ＯＡ端末用配管 

９．その他弱電設備工事 

 

通信指令設備工事 既設通信設備工事業者と随契
 

 

１．配線工事 

２．通信機器設置工事（非複合単価） 

 

 

ＯＡ端末設備工事 別 途 消 防 局 で 契 約
 

 

１．配線工事 

２．ＯＡ端末設備設置工事 
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５．電力電話引込工事 

 

（１）工事範囲 

ア．電源は，引込地点から電灯及び動力分電盤の一次側つなぎ込みまでとする。 

イ．電話は，引込地点から電話主装置盤までの配管とする。 

 

（２）引込方法 

ア．架空引込とするか，あるいは引込柱(CP10m程度)を設置して，それ以後は地中配

管とするかは現場状況により決定する。 

イ．引込線が，消防車の出入の防げにならない事を前提とする。 

ウ．地中管路はＰＥ管，ハンドホール間はＦＥＰ管を使用する。 

エ．電話配管は，架空引込の場合はPE(28)×2，地中引込の場合はPE(36)×2とし，

ハンドホール間はFEP(30)×2とする。 

 

（３）引込開閉器盤 

ア．引込点近くに取引用メーター収納函を設けると共に引込点より分電盤，動力盤

までの配線長さが８ｍを超える場合は引込開閉器盤を取付ける。 

イ．引込開閉器をメーター収納函と一体で屋外に設置する場合は東京電力（株）の

了解を事前に得る事。 

ウ．引込開閉器盤内に漏電警報器（自己復帰型）を設置する。 

エ．参考結線図 

 

WH WH

収納函

引込開閉器盤

ZCT

MCB 3P
100A GR

MCB 3P

100A
2P
20A GR

監視盤
３φ３ｗ １φ３ｗ ＧＲ

ZCT

３φ３ｗ

１φ３ｗ

MCB
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６．動力設備工事 

 

（１）動力負荷 

動力負荷には下記のものがある。 

ア．ホ－ス吊上げ機 

イ．ホイストクレーン 

ウ．冷暖房機 

エ．食堂用エアコン 

オ．オーバーヘッドドア 

カ．その他 

 

（２）動力盤 

ア．動力盤参考結線図 

 

ELB 3P 30AELB 3P 15A

チ　　ラ　　ー

(5.5kW+0.75kW)

ELB 3P 75A ELB 3P 20A

ホイストクレーン

(0.75kW)

ホース吊上げ機

食堂用エアコン

(1.5kW)

(2.2kW+0.75kW)

(ELB 3P 50AF×2 スペース)

MCB 3P
100A

 

 

イ．動力盤は，原則として電灯盤，監視盤，端子盤と一体盤とし，事務室内に設置

する。 
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（３）ホ－ス吊上げ機 

ア．指定業者 

◎日本輸機工業（株）     ０３－３８６１－０３９３ 

◎日本ゴンドラ（株）     ０３－３５６２－１０９１ 

◎中央エレベーター工業（株） ０３－５８１８－３４４１ 

◎（株）日本ビソウ      ０３－５４４４－３８９１ 

イ．ホ－ス吊上げ機用機器類 

①ホースハンガー（１６本用） 

②同上用レール(SUS)（左右２本） 

③同上用巻上機（モーター１.５ｋＷ） 

④ホース振れ止め（上下２本） 

⑤制御盤（盤メーカーに製作させる。） 

⑥押釦箱 

⑦上限リミットスイッチ 

⑧下限リミットスイッチ 

 

ウ．系統図（電気系統） 

動力盤

制御盤

IV2.0×3 E2.0×1(16)

GL

ホースタワー

Ｍ 巻上機

上限リミットスイッチ

VVR3.5 ゜
巻上機

-4C(22)

CVV2 ゜

上限リミットスイッチ

-2C(16)

押 釦

CVV2 -゚7C(22)押釦

下限リミットスイッチ
CVV2 -゚2C(16)

下限リミットスイッチ
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エ．ホース吊上機制御盤回路図 

 
３φ３Ｗ

２００Ｖ

Ｒ Ｓ Ｔ

ＭＣＢ 3P

50AF/20AT

52-1

51-1

52-2

51-2

Ｍ

U V W

40 μ F

Ｔｒ
50VA

200/24V

上昇

Ｗ

1

2

上限リミット

52-2

51-1

52-1

下降

52-1

51-2

52-2

1

3

3

4

4

3

6

6

下限リミット

5 7

f

注：盤は屋外壁掛型（防水型露出）とする。

    スイッチは自己保持機能を有しない。

1.5kW

スイッチ スイッチ

I.L

 

 

（４）ホイストクレーン 

ア．ホイストクレーン（建築工事）への電源供給を電気工事で行なう。（０.７５ｋ

Ｗ程度） 

イ．機器の近くに４Ｐ（１線アース）コンセント（２０Ａ引掛型）を設置し，付属

コードに４Ｐプラグを接続する。 
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（５）冷暖房設備 

ア．チラー方式を例にした電気設備工事を下記に示す。 

①チラーへの電源供給（チラー取付部近くにノントリップ型手元開閉器を取付け

ること。） 

②チラーから冷温水循環ポンプへの配線。 

③チラーからチラーリモコン（支給品，監視盤に組込）への配線。 

イ．系統図 

 

Ｐ

チラー

手元開閉器盤

3P 50AF/NT

10P 端子台付

3φ3ｗIV14 ×゚3＋E5.5×1(28)

制御用 CVV2 -゚7C(22)

3φ3ｗIV8 ゜×3+E5.5(31)

制御用 CVV2 -゚7C(25)

IV2 ×゚3+E1.6(19)

冷温水循環ポンプ

動 力 盤  
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（６）食堂用エアコン 

 

ア．エアコンの総容量は，２．９５ＫＷ程度。 

イ．室内機及び室外機の近くに手元開閉器盤を設置する。 

ウ．系統図 

室外機手元開閉器盤
3P 50AF/NT
5P 端子付

IV5.5×゚3+E2.0×1(22)

屋上

室内機

動 力 盤

１階

２階

IV5.5 ×゚3+E2.0(22)

3φ3w

 

 

注：冷暖房の方式は電源容量等を考慮し，機械設備課担当者と打ち合わせの上決定す

る。 
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（７）監視盤 

 

ア．監視盤の機能 

監視盤には下記の機能を組込むこと。 

①電灯及び動力の漏電警報。 

②消火栓総合盤の電源。 

③チラーリモコン（支給品）の組込み（盤の扉側表面に出すこと。） 

④防火戸解錠スイッチ（防火戸は制御用端子付きを要望する。） 

 

イ．監視盤の設置場所 

①監視盤は事務室内に設置する。 

②原則的には他の盤と一体盤とする。 

ウ．監視盤参考回路図 

 

AC100V

Tr
100V/24V
100VA

WL

f

OL OL OL OL RL

Bz PBFR

ﾌﾘｯｶｰ
 回路

LS

SN3

SN1

SN2

引
込
開
閉
器
盤

動
力
漏
電

予

備

電
灯
漏
電

予

備

防
火
戸
解
錠

外
部
警
報
　
将
来

TS

P(WP)

L

B

(WP)

消火栓総合盤 防

火

戸

ﾁﾗｰﾘﾓｺﾝ
（支給品）

HCU

×7

×7

CVV2-7C

 
記　号

ＨＣＵ

ＷＬ

ＳＮ１

ＳＮ２

ＯＬ

ＢＺ

ＦＲ

ＲＬ

ＴＳ

ヒートポンプチラーユニット

白色ランプ

ブザー停止スイッチ

ランプチェックスイッチ

オレンジランプ

ブザー

フリッカーリレー

スイッチ注意ランプ

Ｆ用タンブラースイッチ

記　号 名 称名 称

Ｌ

Ｐ

Ｂ

ＳＮ３

表示ランプ

発信機

ベル

防火戸解錠スイッチ

ＬＳ

レッドランプ
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エ．一体型盤参考姿図 

天井面

NP-1 NP-4

NP-3

NP-6

NP-2

NP-5

1,300mm

放熱ヒダ

300mm

250mm

2,600mm

3,200mm

350mm

床面

 

 

記　号

ＮＰ－１

ＮＰ－２

ＮＰ－３

ＮＰ－４

ＮＰ－５

ＮＰ－６

名　　称

動力盤

監視盤

電灯分電盤

リレー盤

通信用端子盤

電話主装置盤

摘　　　　　要

電流計（赤指針付）

チラーリモコン（支給品）組込み

電源切替器付

木板 1,200mm×500mm，放送用 5P 端子付

木板 500mm×500mm，Ｆ用コンセントＥＴ付  

注１ 原則として事務所で受付に近い場所に設置すること。 

注２ 各盤の詳細は別項の各項目を参照すること。 

注３ 受付から盤までのピットの外側が端子盤に接続するように配置する。 
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７．電灯コンセント設備工事 

（１）一般事項 

ア．電線管は，いんぺい及び打ち込みはＰＦ管，露出は薄鋼，地中はＰＥ，ハンド

ホール間はＦＥＰを原則とする。 

イ．配線器具は大角型（照明スイッチは名前入）を原則とする。 

ウ．スイッチの点滅区分は，採光や人の動き等を考慮した省エネルギー設計とする。 

エ．各室の照明器具はＰ３３～３４を参照の事。 

オ．各室のコンセントはＰ３１～３２を参照の事。 

カ．ファンコイル用コンセントは専用回路とすると共に，点検容易な場所とし，Ｅ

Ｔ付とする。またアース線は電気工事でとること。 

キ．スイッチの高さはＦＬ＋１,４００mm，コンセントの高さはＦＬ＋３００mm，防

水型はＦＬ＋５００mmを原則とする。 

ク．換気扇のシャッターは電気式，寝室は格子付を原則とする。 

 

（２）電灯分電盤 

ア．電灯分電盤は１階事務室に設置する。２階建の場合でも１階の分電盤から供給

する。 

イ．原則として，動力盤，端子盤等他の盤と一体盤とする。 

ウ．主幹，分岐共ＭＣＢを使用し，分岐回路は５０ＡＦ／２０ＡＴを原則とする。

また，水廻りコンセント回路及び外灯回路はＥＬＢとする。 

エ．予備回路を２～３見込むこと。 

オ．カードホルダーはＡ－４版以上とし，ハンドルはハイロック型を原則とする。 

カ．契約電力を少なくするため，分岐回路を極力少なくする事。 

別紙25　消防出張所設備基準（電気設備工事）

17



 18 

（３）安定器収納箱 

ア．訓練室及び車庫のＭＦ３００Ｗ用安定器の収納箱を訓練室及び車庫内に設置す

る。（建築とよく打合せる事） 

イ．参考回路図 

安定器

×６（４）

上昇

断

下降
Mg

外部スイッチ

ＣＯＳ

ＭＦ３００Ｗ

×６（４）

電動昇降装置

×６（４）

（　）内の数字は車庫の場合を示す

１φ ２００Ｖ

2P50AF/N.T

30A

 

 

（４）発電機接続盤 

 

ア．停電時，車庫内に置いた携帯発電機（通信工事）の出力を各負荷に供給するた

めの接続盤であり，照明･コンセント用３００Ｗと，通信用２.７ＫＷの２系統

がある。 

通信指令 照明,ｺﾝｾﾝﾄ

MCB 2P MCB 2P

50/30 50/10

VCT5.5°-2C(1m)ﾌﾟﾗｸﾞ付

VCT1.25°-2C(5m)ﾌﾟﾗｸﾞ付
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（５）市民教育用防災設備 

 

ア．訓練室屋外出入口に非常口灯（ＦＬ１０Ｗ×１バッテリー内蔵型ガード付）１

台を取付け，近くに点滅スイッチを設ける。 

イ．廊下部分出入口に非常口灯（ＦＬ１０Ｗ×１バッテリー内蔵型）１台，中間部

に通路誘導灯（ＦＬ６Ｗ×１バッテリー内蔵型）１台を取付け，近くに点滅ス

イッチを設ける。 

ウ．屋外消火栓（別途工事）に防水型発信機（Ｐ型１級）及び防水型赤色表示灯，

ベルを取付け，ＤＣ２４Ｖを監視盤より送る。消火栓内にＦ用点滅スイッチを

設ける。 

 

（６）リレー盤 

 

ア．リレー盤の機能 

リレー盤には下記の負荷を制御する機能を組込む。 

①消防隊寝室照明 

②救急隊寝室照明 

③ブザー及びベル 

④救急隊用チャイム 

注．救急隊が将来設置の場合でも各機器はすべて設備しておき，リレー盤内

の結線で対応する。（救急隊寝室照明を消防隊寝室照明と連動にしてお

き，チャイムの結線を外しておく） 

⑤発電機切替器（結線図は下記の通り） 

W f

商　用

AC100V

発　電
GC100V

42-B

42-A ｆ

UPS

ﾋｰﾀｰ

42-B

42-B42-A

R
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イ．リレー盤結線図 

L1 L2 Bz ♪

※１

Ｔｒ

100/24V

50VA Ｗ

AC100V

X2 X3
10A 10A

X1
10A

X4

X1

T1 C F F A X2 H T2

A-PL

X2

E

I

T2 J

E

K

X3

B-PL

X3 B G

FR X4

G D FR

F

 

 

記号 名  称 ・ 摘  要 記号 名  称 ・ 摘  要 設 置 場 所 

Ｌ１ 消防隊寝室照明 Ａ 押釦（消防隊寝室照明用） カウンターパネル 

Ｌ２ 救急隊寝室照明 Ｂ  〃 （救急隊寝室照明用）    〃 

ＢＺ ブザー（消防隊用） Ｃ  〃 （消防隊ブザー用）    〃 

♪ チャイム（救急隊用） Ｄ  〃 （救急隊チャイム用）    〃 

Ｗ 白色灯 Ｅ  〃 （寝室消灯用）    〃 

X1～4 リレー Ｆ  〃 （指令電話T-2003用） 指令電話T-2003付近 

ＦＲ フリッカーリレー Ｇ  〃 （   〃   ）     〃 

Ｔ１ 端末装置接点（通信指令工事） Ｈ  〃 （消防隊寝室照明用点灯） 消防隊寝室 

Ｔ２ 端末装置接点（通信指令工事） Ｉ  〃 （   〃    消灯）   〃 

A-PL パイロットランプ（Ａ押釦用） Ｊ  〃 （救急隊寝室照明用点灯） 救急隊寝室 

B-PL パイロットランプ（Ｂ押釦用） Ｋ  〃 （   〃    消灯）   〃 

 

注 記 

１．※１＝救急隊が将来設置の場合のジャンパー線

２．押釦はすべてノンロックとする 

３．ブザー＝松下ＥＡ３２同等品 

４．ベル＝松下ＥＡ１４０４同等品 

５．チャイム＝松下ＥＢ７０９同等品 

６．Ａ及びＢ押釦は内照式とする 

７．Ｘ１～Ｘ３の負荷用接点は１０Ａ以上とする 

８． 

９． 
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ウ．リレー盤の設置場所 

リレー盤は事務室内の一体型盤内に設置する。 

エ．押釦スイッチ参考図（カウンターパネル内は別項目を参照） 

①指令電話Ｔ－２００３用押釦    ②寝室照明スイッチ 

 

消 防

救 急

F

G

Ｆ，Ｇ共２ａ接点
（松下ＷＮ５４６３Ｋ同等品）

指令電話Ｔ－２００３の
近くに設置する。

Ｆ＝赤色
Ｇ＝緑色

  

Ｏ Ｎ

ＯＦＦ

H

I

（ＯＮ＝松下ＷＮ５４６１Ｋ同等品）

Ｏ Ｎ

ＯＦＦ

J

K

消防隊寝室 救急隊寝室

（ＯＦＦ＝松下ＷＮ５４６０Ｋ同等品）  
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８．電話配管設備工事 

 

（１）電話主装置盤（木板５００×５００，Ｆ用コンセントＥＴ付）を設置する。放

熱を考慮した盤にすること。原則として他の盤と一体型とする。 

（２）電話専用の接地ＥDを施工し，電話主装置盤のＥＴに接続する。 

（３）電話主装置盤から通信用端子盤までＥ（３１）×２本配管する。（一体盤なら

ば不要） 

（４）電話主装置盤から各電話への配管はＰＦ（２２）とする。 

（５）端末盤からＯＡ端末への配管はＰＦ（２２）とする。 

（６）系統図 

(28)×2（一体型盤は不要）

(22)×3

通信用端子盤

電話主装置盤

食

堂

救
急
隊
寝
室

事務室

事務室　フロアローテンション×６

（施工はカバープレート取付とし、

真鍮フリーレット一方出×６個を

備品で納入する。）

公衆電話用

消
防
隊

室
寝

救
急
隊
寝
室

消
防
隊

室
寝

・
・
・

・
・

・
・
・

・
・
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９．テレビ共聴視設備工事 

 

（１）屋上に壁面取付型のアンテナポールを設置し，下記のアンテナを取付ける。 

①ＶＨＦ 学校標準型同等１２素子ステンレス製 

②ＵＨＦ    〃   ２０素子  〃 

   なお，通信指令用アンテナとの取合いに注意する。 

（２）２階の廊下部分に，放熱を考慮したブースター収納箱を設置し，Ｆ用コンセン

トＥＴ付を設ける（受信状況が良い場合でも同様とする。） 

（３）受信状況が悪い場合は，ＵＶ共用ブースターを取付ける。 

（４）受信状況が良い場合は，ＵＶ混合器を取付ける。 

（５）ＢＳ－７Ｆ型の直列ユニットを事務室と食堂に設置する。 
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１０．放送設備工事 

（１）通信用端子盤に５Ｐ端子台を設け，Ｐ３１～３４の表の各部屋へスピーカー及

びアッテネーターを設置する。 

（２）放送系統は，１Ｆ，２Ｆ，救急隊寝室の３系統に分けて配線する。ただし，寝

室が個室の場合は，配線を単独にする。 
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１１．通信指令用配管その他弱電設備工事 

（１）通信指令用配管 

通信指令設備工事用の配管を電気工事で行なう。 

(28)

(28)

(28)

(22)

(22)

(22)

(22)

(22)

(22)

(16)

ホースタワー上部

ホースタワーに近い室内に並べて取付

車庫内各シャッター上部の壁面

事務室 食堂 消防寝室 救急寝室

事務室入口近くの外部

寝室入口の近く。電話機 電話機の下。電池箱

外灯の影響を受けない外壁

事務室受付近く

（無線用）

（無線用）

（無線用）

（無線受信装置用）

（シャッターセンサー用）

（駆け付け電話機用）

（部隊出場表示盤）

（指令電話器 T-2003 用）

（日照センサー用）

（増設ベル用）

事

務

室

床

ピ

ッ

ト

建

築

工

事

（

）

（増設ベル用(天井下 30cm)）

(28)

〃

(28) 〃

〃

〃

（無線用予備）

（無線用予備）

 

 
3.5°×2(一体盤内) CV3.5°-2C(22)

電灯分電盤

(50AF/30AT)

発電機接続盤

（発電用）

リレー盤内

電源切替器

ピット内

CVCF,ﾋｰﾀｰ  

（２）給湯リモコン用配管 

浴室及び洗面所の給湯リモコン用の配管を給湯機まで配管する 

◎系統図 

脱衣室 浴室

洗面所

給湯機 No.1

給湯機 No.2

(22) (22)

(22)
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（３）雨量計 

ア．屋上の雨量計用基礎（建築工事）の上に雨量計転倒マスを設置し，受付カウン

タ－の上に雨量記録計を置く。 

イ．連絡配線は，CVV2°-2C PF(22)とする。 

ウ．雨量計は，中浅測器㈱製ＢＲ－７１（転倒マス＝Ｂ－０１１型，記録計＝Ｂ－

３０１型，記録用紙日巻４００枚付）とする。 

エ．代理店 ㈱セーコー  961-6811 担当 田口氏 

    

雨量計

収容架 雨量記録計

CVV2□-2C

 

    収容架は通信指令設備工事で行う。 

 

（４）風速計 

ア．風速計は将来設置予定のものである。 

イ．屋上の風速計用基礎（建築工事）から受付ピットまで予備配管Ｅ（３１）を１

本配管する。 
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（５）カウンターパネル 

① ② ③ ④ ⑤

詳 細 図

断点
灯

回転
点灯

①

②

③

④

⑤

ＮＰ－１ ＮＰ－２ ＮＰ－３ ＮＰ－４

ＮＰ－５ ＮＰ－６ ＮＰ－７ ＮＰ－８

ＮＰ－９ ＮＰ－10 ＮＰ－11

ＮＰ－12 ＮＰ－13 ＮＰ－14 ＮＰ－15

ＮＰ－16 ＮＰ－19ＮＰ－18ＮＰ－17

3,500mm
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200mm

100mm

175mm

200mm 断 面 図

100mm

(EPS)

面取り

補強アングル

カウンターパネル

ケーブル結束用Ｃチャン

セパレーター

操作台

 

カウンターパネル仕様 

１．材質はステンレス(2.0t)ヘアーライン仕上げ 

２．プレートも原則としてステンレスとする 

３．操作台とカウンターパネルの角度は６０°とする 

 

番号 ネームプレート      仕     様 

１ 雨量計・風速計 ノズル４０mm（ブッシング付） 

２ Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 大角型コンセント２Ｐ１５Ａ×２ＥＴ付 

３ 通 信 設 備 ダルマコンセント２Ｐ１５Ａ 

４ 〃 ノズル７０mm（ブッシング付） 

５ 転 換 機 ノズル１０mm（ブッシング付）（ここだけ新金属プレートとするこ

と） 

６ 緊 急 出 動 内照式押釦×２ 上＝消防（赤色）（Ａ），下＝救急（緑色）（Ｂ） 

寝室・廊下・階段・車庫点灯・ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱ開 

７ ブザー，チャイム 押釦×２ 上＝ブザー（赤色）（Ｃ），下＝チャイム（緑色）（Ｄ） 

８ ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱｽｲｯﾁ 押釦×２ 上：一斉開  下：一斉閉 

９ 消 灯 押釦×１ （赤色）（Ｅ）（寝室照明の消灯） 

10 受 付 照 明 受付照明用調光器（５００Ｗ）及びスイッチ（大角型） 

11 照 明 ス イ ッ チ 外廻り照明スイッチ（角形・ネーム入・パイロットランプ付） 

12 赤 色 回 転 灯 ＣＯＳスイッチ，二重接点，左から「点灯」「断」「点灯回転」 

13 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱｽｲｯﾁ 押釦×３ 上：開 中：停止 下：閉 

14 ｵｰﾊﾞｰﾍｯﾄﾞﾄﾞｱｽｲｯﾁ 押釦×３ 上：開 中：停止 下：閉 

15 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ コンセント ２Ｐ１５Ａ×２ＥＴ付 （大角型） 

16 Ａ Ｃ １ ０ ０ Ｖ 角形コンセント ２Ｐ１５Ａ×２（赤色） 発電機盤より 

17 可 変 掲 示 器 ノズル１０mm（ブッシング付）（二枚割プレート） 

18 通 信 設 備 丸型コンセント２Ｐ１５Ａ 

19 〃 ノズル５０mm（ブッシング付） 

注：押釦のＡ～Ｅはリレー盤結線図のＡ～Ｅと同じ。 
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（６）可変掲示器 

ア．設置場所 

消防出張所壁面への壁付型とし，敷地の表側道路から見やすい場所に設置する。

なお，操作部は受付カウンタ－に設置し，付属ケーブルで結ぶ。 

イ．負荷 

①ＡＣ１００Ｖ電源（１００ＶＡ程度） 

ウ．機能 

①掲示部は，３色ＬＥＤ型，１６×１６ドット，１０文字表示 赤／緑／橙 

②操作部は，通信機能・印刷機能付パソコン。なお，プリンターを付属する。 

エ．系統図 

操作部
カウンターパネル

点灯スイッチ

操作ケーブル

可変掲示器用電源ケーブル

可変掲示器
分電盤
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１２．通信指令設備工事 

 

（１）設計，契約，施工。 

 

本工事は，日本電気㈱との随意契約とし，設計については，電気工事の弱電平面

図を上記業者に渡して配線図及び機器配置図等を書いてもらう。単価についても上

記業者から見積りをとり，それに基づいて決定する。 

ただし，電線ケーブル類については，部単価と同じ物がある場合は複合単価とし，

機器類については非複合単価とする。 

したがって工事項目は下記の通りとする。 

１．配線工事 

２．通信機器設置工事（非複合単価） 

◎日本電気㈱  682-4521 担当 多田氏 

（２）工事範囲 

 

『１３．各室別機器取付一覧表』の“通信指令設備”の項目に示す機器の取付，調

整及び通信用端子盤までの配線を行なう。 
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１３．各室別機器取付一覧表 

（１）各室別機器取付一覧表 
  ＝単独回路  ＊＝別途工事

室  名 幹線，動力，空調 コ ン セ ン ト 放    送 非常ブザー等

事務室 分電盤 

制御盤 

警報盤 

換気扇３０ｃｍ ２台 

直流電源装置用 20AT 

ＵＰＳ用電源 30AT 

事務用２口    ３～５コ

公衆電話用        １コ

コピー用ＥＴ付     １コ
ファンコイル用ＥＴ付 ２コ

ＯＡ用ＥＴ付     ３コ

指令ファックス用   １コ

天井埋込型SP １台

アッテネータ １コ

ホース洗場用 

   アッテネータ 

非常ブザー１コ

受  付  ｶｳﾝﾀｰﾊﾟﾈﾙ 2ET   ２コ

事務用   2ET   １コ

ｶｳﾝﾀｰ下   2ET   ２コ

  

便  所 換気扇３０ｃｍ １台 ｳｵｰﾑﾚｯﾄ用ＥＴ付   １コ

 

天井埋込型SP １台

アッテネータ １コ

 

洗面所 天井扇電源    １台 洗面器上部２口     ３コ

洗濯機用２ＥＴ     １コ

乾燥機用100VＥＴ付 １コ

乾燥機用200VＥＴ付 １コ

天井埋込型SP １台

アッテネータ １コ

非常ブザー１コ

脱衣室 天井扇電源     １台 一般用２ＥＴ      １コ 天井埋込型SP １台

アッテネータ １コ

非常ブザー１コ

浴  室 天井扇電源     １台    

車  庫 発電機接続盤 

ホイスト用電源 

オーバードア用電源 

防水型             ４コ

格納庫２口         １コ

壁掛型SP    １台

アッテネータ １コ

非常ブザー１コ

訓練室  壁埋込２口         ２コ 壁掛型SP 

 (ｶﾞｰﾄﾞ付)  １台

アッテネータ １コ

非常ブザー１コ

廊  下  壁埋込２口         １コ 天井埋込型SP １台

アッテネータ １コ

 

書  庫 換気扇２０ｃｍ １台 壁埋込２口         １コ   

倉  庫     

格納室  壁埋込２口        ２コ   

備蓄庫  壁埋込２口         １コ   

厨房兼食堂 換気扇３０ｃｍ １台 

エアコン電源 

ガス漏れ警報器 

圧力扇電源 

冷蔵庫用ＥＴ付     ２コ

電子レンジ用ＥＴ付 １コ

ﾌｧﾝﾈﾙﾌﾞﾛｰ用ＥＴ付  １コ

テレビ用           １コ

ガス漏れ警報器用   １コ

一般用２口         １コ

天井埋込型SP １台

アッテネータ １コ

非常ブザー１コ

消防隊寝室 

（各室） 

空調換気扇   １台 冷暖房用ＥＴ付   １コ 天井埋込型SP １台

アッテネータ １コ

非常ブザー１コ

救急隊寝室 

（各室） 

空調換気扇   １台 冷暖房用ＥＴ付   １コ 天井埋込型SP １台

アッテネータ １コ

チャイム  １コ

廊  下  掃除機用           １コ   

屋  上 冷暖房設備電源 

食堂エアコン電源 

   

ホース 

タワー 

ホース吊上機 

同上用制御盤 

防水型             １コ

（ホースタワー上部） 

  

ホース 

洗い場 

  屋外型ＳＰ５Ｗ 

(ｱｯﾃﾈｰﾀは事務室)

 

その他外部 給水ポンプ電源 

同上用電極棒３Ｐ 

給湯機用防水型ET付 ２コ
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室 名 電  話 ＴＶ，その他弱電 通信指令設備 

事務室 ＊電話機     ４台 

フロアーローテーシ

ョン（フリーレット

付）   ６コ 

公衆電話用〃 １コ 

ＴＶ用ユニット     １コ

防火戸解錠スイッチ １コ

部隊出場表示盤４隊用 

データ端末機及びプリンタ

ー 

受 付 電話主装置盤 

＊電話主装置 

＊電話機１台 

通信用端子盤 

可変掲示器用操作機 

雨量記録計 

指令電話装置 

指令電話拡声器 

ﾏｲｸﾛﾌｫﾝ(ｽﾀﾝﾄﾞ付) 

転換器（12号－Ａ) 

便 所    

洗面所  給湯器リモコン用 

  アウトレット   １コ

 

脱衣室  給湯器リモコン用 

  アウトレット   １コ

 

浴 室  給湯器リモコン用 

  アウトレット   １コ

 

車 庫   シャッターセンサー 

発電機２．７ＫＷ 

同上用コードリール 

訓練室    

廊 下    

書 庫   署所用収容架 

直流電源装置 

ＵＰＳ（1.5KW） 

倉 庫     

格納室    

備蓄庫    

厨房兼食堂 ＊電話機１台 

同上用ｱｳﾄﾚｯﾄ １コ 

ＴＶ用ユニット     １コ 部隊出場表示盤４隊用 

消防隊寝室 アウトレット １コ   

救急隊寝室 アウトレット １コ   

廊 下  指令電話機用押釦 

（寝室入口に設置） 

指令電話機T-2000 

同上用電池箱 

部隊出場表示盤４隊用 

部隊出場表示盤１隊用 

屋 上  雨量計転倒ます 

風向風速計用配管(28) 

 

ホース 

タワー 

 テレビアンテナ 

(ステンレスＵＶ共) 

無線用配管(28)     ５本

４００ＭＨｚアンテナ 

１５０ＭＨｚアンテナ×２ 

ホース 

洗い場 

   

その他外部  消火栓総合盤 駆け付け電話機(玄関付近) 

日照センサー 
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Ａ１
Ａ21
Ａ22
Ａ23
Ａ２

FL20W-2
FL40W-1
FL40W-2
FL40W-3
FL40W-2SW

（イ）
A3：(特)ｽﾃﾝﾚｽ,防水型

（２）照明器具姿図

SPC ﾒﾗﾐﾝ焼付

Ｂ

Ｃ１
Ｃ２

Ｄ

Ｅ

Ｆ

FL40W-1

FL40W-2
FL40W-2 P.P

FL40W-1

FL40W-1(ｶﾞｰﾄﾞ付)

FL10W-1

Ｇ

Ｈ

Ｉ１
Ｉ２

Ｊ１
Ｊ２

Ｋ

Ｌ

Ｍ

FL20W-2

FL15W-1

IL60W
IL40W

IL40W(ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾙ,ｶﾞｰﾄﾞ付)
IL40W(ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾙ)

MF300W

FL40W-1(電池内蔵)

FL40W-3

Ｎ FCL30W(WP)

Ｏ IL60W(WP)

Ｐ１
Ｐ２

IL40W
IL100W

Ｑ 赤色回転灯 ﾋﾞｰﾑ球60W

Ｒ IL300W(ﾘﾌﾚｸﾀｰ)(WP)

Ｓ MF300W

Ｔ FL15W-1(ｲﾝﾊﾞｰﾀ点灯)

Ｕ IL300W×3

Ｖ IL40W(電池内蔵)

Ｗ IL40W(電池内蔵)

Ｘ HF100W

（ハ）

（ホ）

（チ）

（リ）

（レ）

（ソ）

（ツ）

（ネ）

（ラ）

（ヤ）

（サ）

（JIL）FRL2A-403

(松下 HW885GL 同等品)

(松下 LW56391T 同等品)

P1:東芝ID-7057NN(W)
P2:東芝ID-7059NN(W)
              同等品

(小糸 SBR-100 同等品)

（松下 LL-5G 同等品）

(松下 YB58214 同等品)

(松下 SQ903W 同等品)

(東芝)組合せ例
灯具      IK505W×3
ｶﾞｰﾄﾞ     G25N1 ×3
ｸﾗｽﾀｰﾎﾞｯｸｽ  CR-1
接続金具    CF-1×3
ｼﾞｮｲﾝﾀｰ     J-12
ランプ  RF270WHC×3
ポール  PDC-45-530K

(JIL) K1-IRS2-40

(JIL) K1-ISS4-40

(JIL) HST5A-100
      ポール 3.5

ｽﾃﾝﾚｽ SUS 304

ﾒﾗﾐﾝ焼付

 

注１．（イ）（ロ）（ハ）・・・は，横浜市学校標準仕様とする。 

注２．（Ｊ）・・・・・・・・・は，ＪＩＬ仕様とする。 

注３．（メーカー型番）・・・・は，メーカー仕様（同等品の他のメーカーでもよい。） 

注４．（特）・・・・・・・・・は，特注品。横浜市建築局特則仕様書による。 
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（３）照明器具取付表（ＪＩＳ Ｚ９１１０準拠(中間値)） 

室  名 計 算

照 度

一 般 照 明 非 常

照 明

発 電

機 灯

備        考 

事 務 室 ５００ Ａ23×13～14, 

Ｍ×2 

Ｖ×2 Ｐ1×2 スイッチは所長，一係，二係，救急隊など係

ごとに分ける。 

受 付 ５００ Ｐ2×2,Ｔ×1 Ｖ×1 Ｐ1×1 Ｐ2のスイッチは調光器付きとし，カウンタ

ーパネル内に設ける。 

食 堂 ３００ Ａ23×2,Ｈ×1  Ｐ1×1  

便 所 １５０ Ｂ×2  Ｐ1×1  

洗 面 所 １５０ Ａ21×2,Ｆ(Ｊ

1)×3 

  鏡上の照明器具は現場に応じて，Ｆあるいは

Ｊ1を選択する。 

脱 衣 室 １５０ Ｏ×1    

浴 室 １５０ Ｉ2×2    

消 防 寝 室 １００ Ａ21×4,Ｐ1×1   Ａ21はベッドの通路部分，Ｐ1は入口付近で

調光スイッチホタル付 

救 急 寝 室 １００ Ａ21×4,Ｐ1×1   〃 

訓 練 室 ３００ Ｋ×6,Ｊ2×1  Ｊ2×1 安定器函は入口付近のＥＰＳ内に設置。外部出

口に避難口誘導灯(10W片面ガード付)を設置。

訓練室倉庫 １００ Ｅ×2    

車 庫 １００ Ｃ1×4,Ｃ2×4,

Ｄ×4,Ｓ×4 

Ｗ×2 Ｊ1×2 Ｃ1はシャッター上部。Ｃ2,Ｓ,Ｗ,Ｊ1はシャッ

ターを避けた後部。Ｄはシャッター側面。 

格 納 庫 １００ Ｅ×2    

備 蓄 庫 １００ Ｅ×2    

廊 下 １５０ Ａ1×3 Ｖ×1  出口に避難口誘導灯(10W片面)中間に通路誘

導灯(6W埋込型)を設ける。 

階 段 １５０  Ｌ×1   

書 庫 ２００ Ｅ×2    

      

玄 関  Ｎ×1   スイッチはカウンターパネル内に設ける。 

車 庫 前  Ａ3×4,Ｑ×1   Ａ3は庇下，Ｑは庇前面に設置。 

外 壁 灯  Ｇ×5～8   自動点滅器を設ける。 

ホース洗い場  Ｒ×2   防水型スイッチを近くに設ける。 

ホースタワー  Ｕ×1   防水型スイッチを近くに設ける。 

外 灯  Ｘ×2   車庫出入口近くの道路側に自動点滅器を設け

る。 
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（４）機器類の項目分けについて 

各設計書の比較検討を容易にするため，どの機器をどこの項目に入れるかは下表の

通りに統一をとること。 

工  事  項  目 機    器    類 

電 源 電 話 引 込 工 事 引 込 開 閉 器 盤 

 

動  力  設  備  工  事 

一  体  盤 

ホ ー ス 吊 上 げ 機 

ホ ー ス 吊 上 げ 機 制 御 盤 

各 空 調 機 手 元 開 閉 機 盤 

電 灯 コ ン セ ン ト 設 備 工 事 安 定 器 収 納 函 

 

通信指令用配管その他弱電設備工事

発 電 機 接 続 盤 

カ ウ ン タ ー パ ネ ル 

可  変  掲  示  器 

雨  量  計 
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付録．無線局の免許を受けるまでの手続き 

 

  １）免許手続きの総括 

 

無線局の免許の申請から運用開始に至るまでの手続きを総括的に図示すれば，次の

とおりである。 

免 許 の 申 請  （法６）

申 請 の 審 査  （法７）

予  備  免  許  （法８Ｉ）

工事設計変更    （法９Ｉ）
通信の相手方変更

通信事項変更

放送事項変更    （法９Ⅳ）
放送区域変更

設置場所変更

呼出符号変更

呼出名称変更

電波の型式変更

周波数変更    （法１９）
空中線電力変更

運用許可時間変更

落成期限の延長（法８Ⅱ）

落  成  届    （法１０）

落成後の検査  （法１０）

免 許 の 付 与（法１２）

運  用  開  始（法１６）

免 許 の 拒 否  （法８Ｉ）

不    許    可  （法９Ｉ）

不    許    可  （法９Ⅳ）

不    許    可  （法１９）

不    許    可  （法８Ⅱ）

落 成 届 な し  （法１１）

免 許 の 拒 否  （法１１）

検 査 不 合 格  （法１２）

免 許 の 拒 否  （法１２）

（
申
請
人
が
変
更
す
る
場
合
に
限
る
。
）

（
再
免
許
で
は
省
略
さ
れ
る
。
）
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※予備免許の省略について 

・無線局免許手続規則第１５条の四 １，２，３ 

技適を受けた無線設備のみを使用する無線局については，予備免許（法８），工

事設計の変更（法９），落成届の提出及び落成後の検査（法１０），免許の拒否

（法１１）をすべて省略し免許を与えられる。 

 

※通常の手続き（陸上移動局） 

事業内容ヒヤリング

開局に関する打合せ

業  者  へ  指  示

申請書控 1部  提出

申 請 書 チェック

訂正後電監へ提出

    免   許   状

申請の伺決済後 委任状へ市長印

  業  者  へ

（局）

（局）

（局）

（業者）

（局）

（業者）

（局）
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